
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月１１日、第１７回マニ

フェスト大賞受賞式典が六本木

ヒルズで今年も開催され、ロー

カルマニフェスト大賞議会・会

派部門で自由民主党横浜市支部

連合会 横浜市会自由民主党・無

所属の会の「マニフェストを起

点とした新たな市民との政策形

成 ～DECIDIM の活用によるマ

ニフェストサイクルの進化～」

が、全国の地方政治にかかわる

３１３３件の応募の中からロー

カルマニフェスト大賞最優秀賞

を受賞しました。 

全国の地方議会や会派、自治

体、首長、政治関連市民団体な

どが参加して多くの素晴らしい

政策の中から選ばれる日本最大

の政策コンテストがマニフェス

ト大賞です。よこはま自民党と

しての最優秀賞は第９回に続い

て 2 回目の受賞となりますが、

黒川勝市議にとっては、第１１

回大会で議員個人の部で最優秀

賞を受賞しており、今回が三度

目の最優秀賞授賞となります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素晴らしい政策や取り 

組みが地方自治系の大学教授

やマスコミ関係者、政策シンク

タンクなどによる審査委員会か

ら評価されて、全国的な注目を

集めることは、とかくネガティ

ブなことばかり取り上げられが

ちな地方議会や議員にとっては

ありがたいことです。 

 

 

昨年の５月、2050 年カーボ

ンゼロを見据えて『横浜市脱炭

素条例』が議員提案条例として

制定されました。条例制定を主

導した横浜自民党は、条例の趣

旨に基づいて『横浜みらい創生

プラットフォーム』というウェ

ブサイトを立ち上げ、市民から

具体的な政策を提案してもらい、

議会の場で議員が市民から提案

された政策を取り上げて、予算

化に繋げていくという流れを、

民間企業との共同実証実験とい

う手法で横浜国立大学などの協

力を得て実践しました。 

小学校への太陽光パネルと 

蓄電池の設置、脱炭素モデ 

ル地区の設定、新設のごみ 

焼却プラント省エネ再エネ 

化などがさっそく具体的な 

成果として令和４年度予算  

に計上されました。最近は 

よこはま自民党の政策集の 

策定に活用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞にあたって横浜自民党の

黒川勝政務調査会長のコメント

は以下の通りです。「昨年夏の横

浜市長選挙は私たちには厳しい

結果でした。その半年前、ＩＲ

施設の賛否を問う住民投票条例

を私たちは否決しました。依存

症や青少年への悪影響といった

イメージが先行する中で、大き

な税収を生み出し、観光や雇用

にも大きく貢献する施設の是非

を、詳細もわからず市民に問う

のは拙速と判断したからです。 

 イメージだけでイエスかノー

かの結論を出すことの危険性か

ら市民を守るのは、住民から選

ばれた議員による、議会におけ

る真摯な議論です。そのために

市民の考えや意見を集約し、議

会での議論を政策に反映させて、

横浜市の将来を築くことが、横

浜市会の最大会派でもある私た

ちの矜持です。そのことが評価

され、新たな自信をいただいた

ことに感謝いたします。」 
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クラブ活動の指導者を地域に求め

委ねる政策は、令和５年度から実施

されることになっています。 

金沢区西柴のさくら茶屋で始まっ

た地域交流の拠点は区内５か所に広

がり、閉園した保育園を譲り受けて

ママたちが自主的に運営する金沢区

ママの『ルンビニーつながりの庭』

も新たな拠点として生まれました。 

乳児を抱える母子のための災害対

策としては、母子災害救助ガイドブ

ックを提案しており、若いお母さん

と乳幼児が安心して避難できる体制

づくりの検討が進んでいます。 

新たな大都市制度は、これまでの

『特別自治市』から『特別市』と名称

を変えて、全国の政令市の中でも『特

別市』の実現を目指す各都市と連携し

て法制化を国に対して求めています。   

今年の８月には『横浜・川崎・相模

原指定都市サミット』を横浜市役所で

開催し、自民党の３市の市会議員の前

で『特別市の実現のために』と題して

福田紀彦川崎市長に基地用講演をして

いただき、パネル会議では黒川勝市議

もパネリストとして、実現に向けての

国会議員に対して政策への理解を訴え

る必要性などを話しました。 

新たな市庁舎では、充実した議会

図書室に、全国の議会から視察する

議員が絶えず、横浜型の議会図書室

が全国に増えつつあります。 

議員提案の条例制定も全国に広が

っており、横浜市中小企業振興基本

条例や財政責任条例、脱炭素条例な

どは他都市にも広がっています。 

コロナ対策も踏まえたオンライン

議会は、横浜市では金沢区の議員団

会議から始まりました。常任委員会

や特別委員会のオンライン実施は黒

川勝議会運営委員長によって制度化

され、全国でも広がっています。 



 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ対策としての中小企業支援

策、商店街や飲食店への支援策は、

国の政策とともに横浜市独自の支援

策も展開しました。特にコロナの前

年に台風が直撃して金沢区の産業団

地に行ったゼロゼロ融資はコロナ対

策融資と連続したため、融資の返済

が始まる際の行き詰まりの防止を経

済局に徹底させました。 

商店街のレシ活や地域通貨・商品

券なども積極的に進め、景気浮揚

策・消費喚起策として進めました

が、将来世代に負担を先送りにしな

い対策も検討が必要です。 

黒川勝市議が実行委員長を務める

『金沢八景シーカヤックレース』も

今年は再開し、横浜市内外から多く

の参加者を集めて開催できました。 

大河ドラマと連携した金沢区内の

北条氏ゆかりの寺社などのウォーキ

ングイベントや金沢区の魅力づくり

や発信も横浜金沢観光協会がしっか

り行ってくれました。 

日本の感染症対策のルーツと言え

る長浜検疫所１号停留所の保存運動

も野口英世顕彰会とともに厚労省や

横浜市と折衝を進め、金沢区内での

移転保存の目途がつきました。 

富岡西地区での『とみおカート』

の実証実験、釜利谷や六浦地区での

新たなバスルートの実証実験、コミ

ュニティサイクルの郊外展開など、

丘の上の一戸建て住宅街から駅や商

業施設や医療施設などへの多様な移

動手段の政策が進められています。 

人口減少対策としては子育て世代

が金沢区や横浜市を引っ越し先に選

んでもらえるよう、小児医療費の無

償化、中学校給食、育児休暇取得の

推進、若い世代向けの団地再生な

ど、横浜自民党として新たな政策転

換も図り、総合的に進んでいます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久々の横浜マラソン 

42.195キロを完走 

４時間２９分００秒 


